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チ
冬の屋内スポーツとして人気が高くなっている綱引き。この競按ぞ杓畏の

体力づくりに生かそうと、第 1ロ村民綱引き大会が2月7己、村体育館で行

われました。

大会には子供育成会が主体となって、 1チーム 8人編成で11チームが出場。

盛んな応援合戦の中、「ヨイシヨ J rヨイシヨ」のかけ声と一緒に子供たちは

満身の力を込めてきiき合い、村 i番のチビ、ソ子力持ちチームに竜崎子供育成

会が決まりました。
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昭
和
六
十
三
年
度
転
作
自
標
面
積
と
昭
和
六
十
三
年
産
米
事
前
売
渡
し

申
込
み
限
度
数
量
が
、
こ
の
ほ
ど
県
か
ら
割
当
配
分
さ
れ
、
今
年
度
も
引

き
続
き
昨
年
度
か
ら
ス
タ

i
卜
し
た
水
田
農
業
確
立
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
米
の
生
産
と
消
費
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
、
新
た

に
「
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
」
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

標
面
積
、
他
用
途
利
用

も

配

分

昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

転
作
)

し
た

は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
っ
て
、
県
か
ら
配
分
さ

れ
た
一
二
八
形
の
目
標
面
積
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
圏
で
七
十
七
万
信
の

転
作
目
標
面
積
を
達
成
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
年
度
産
米
の
作
柄
が

全
国
で
作
況
指
数
一

O
二
ポ
イ
ン
ト

と
四
年
連
続
の
豊
作
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
、
米
の
消
費
が
減
退
傾
向
に

あ
る
等
、
生
産
と
消
費
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
(
較
差
)
が
益
々
大
き
く
な
っ
て

転作の地匿説明会で(中公民館で)

ま
た
、
今
年
度
は
新
た
な
対
策
と

し
て
、
生
産
者
団
体
が
主
体
と
な
り

「
米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
」
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
策
は
、
消
費
、
流
通
、
生

産
が
一
体
と
な
っ
て
米
の
消
費
拡
大

に
努
め
、
生
産
と
消
費
の
均
簡
を
図

る
目
的
で
推
進
さ
れ
る
も
の
で
、
米

の
政
府
在
庫
数
に
大
き
く
関
わ
っ
て

い
る
問
題
で
す
。

米
の
政
府
在
庫
状
況
は
表

I
を
見

て
も
わ
か
る
通
り
、
政
府
持
越
在
庸

を
上
回
る
調
整
数
量
と
し
て
六

O
万

ト
ン
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

数
字
は
、
端
的
に
言
っ
て
余
っ
て
い

る
数
量
で
、
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め

の
緊
急
対
策
と
し
て
「
米
需
給
均
禽

化
緊
急
対
策
」
が
と
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
国
は
、
昭

和
六
十
三
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続

き
水
田
農
業
確
立
対
策
(
転
作
)
を

実
施
し
ま
す
。
本
村
に
お
け
る
転
作

目
標
面
積
は
一
二
八
刀
、
他
用
途
利

用
米
は
て

O
一
二
俵
で
昨
年
と
同

じ
で
す
が
、
昭
和
六
十
三
年
度
産
米

事
前
売
渡
し
申
込
み
限
度
数
量
(
政

府
買
上
げ
米
)
は
昨
年
の
一
六
、
三

四
二
俵
か
ら
七
三
三
俵
少
な
い
一
五
、

六
O
九
俵
に
な
っ
て
い
ま
す
。

衡
を

緊
急
対
策
」

具
体
的
に
は
、
生
産
と
消
費
の
較

差
(
政
府
在
庫
計
画
を
上
回
る
六

O

万
ト
ン
)
を
縮
小
す
る
た
め
に
、
六

十
三
・
六
十
四
年
度
の
二
カ
年
に
わ

た
っ
て
一
一
一

O
万
ト
ン
ず
つ
解
消
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
面
、
六
十
三
年
震
の
一
一
一

O
万
ト

ン
の
対
策
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

ポ
イ
ン
ト
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

来
需
要
の
拡
大

ω
生
産
者
団
体
等
に
よ
る
主
食
用

米
の
消
費
拡
大

山
学
校
給
食
に
お
け
る
米
飯
給
食

の
拡
大
:
j
i
-
-
-
一
万
ト
ン

山
川
他
用
途
利
用
米
(
酒
米
、
加
工

米
飯
等
)
の
需
要
拡
大
:
:
:
:
五
万

ト
ン
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務

在

庫

の

調

整

(1) 

販
売
業
者
の
在
庫
復
元
の
努
力

:
:
一
一
一
万
ト
ン

他
用
途
利
用
米
の
在
庫
調
整

:
:
七
万
ト
ン

(2) ー
凶
作
地
域
の
範
意
工
夫
に

よ
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

縮

小

の

取

り

組

み

山
生
産
者
団
体
等
の
消
費
拡
大
策

の
誰
進

ω
需
要
開
発
米
(
飼
料
米
等
)
の
生

産
等

ωω
合
わ
せ
て
十
四
万
ト
ン

な
お
、
本
村
に
お
け
る
需
給
ギ
ャ

ッ
プ
縮
小
の
取
組
み
と
し
て
四
七
、

O
四

O
J
の
配
分
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
配
分
数
量
に
つ
い
て
は
、
転
作

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②政府持越1f庫........

150万トン

③政府持越在庫を上回る

在庫保有見込量 ①一②...・H ・-

①63年10月末在康見込状況…・

230万トン

避

、E
e

f
し

々
強
化
さ
れ
る
米
の
減
反
政
策

に
つ
い
て
は
、
村
と
し
て
も
相
当
厳

し
い
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
い
ま

す
。
一
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日

の
五
居
間
に
わ
た
っ
て
、
一
転
作
及
び

新
対
策
に
つ
い
て
の
地
区
説
明
会
を

開
催
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
や
米
の
市
場
開
放
な
ど
厳
し
い

環
境
の
中
で
、
食
管
制
度
を
堅
持
し

農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

の
減
反
政
策
を
避
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
対
策
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
と
共
に
、
村
と
し
て
十
分
な
検

討
協
議
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

80万トン

20万トン

⑤政府持越在庫を上回る

在庫調整数量③一④・.......

60万トン

④水田農業確立対策転作の

達成によって減少する

昭和63年度水田農業確立対策及び

米需給均衡化緊急対策配分富積

1 39. 3 ha 

(配分率 26.01%) 

47， 040 kg 

2. 1労)(配分率

128 ha 

23.91タ6(配分率

他用途利用米うち他用途科用米うち地用途利用米うち

1，365俵353接1，012俵

例

水田耕作面積 lヘクタールの農家の転作配分面積

①水田農業確立対策分 1 ha>く0.2391= 2.391 rrl 
②米需給均衡化緊急対策 1 hαX O. 021 = 210 rrl 

①+②  合計 2， 601 rrl 

※1ヘクターノレ(10，000 rrl) XO. 2601 = 2，601 rrl (配分面積)

し

!

米

消

大

あ
と
一
杯
」
運
動

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
基
本
的
に

た
ん
白
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
の
三

成
分
の
熱
量
(
カ
ロ
リ
ー
)
の
比
率

で
す
。
わ
米
は
大
切
な
熱
量
源
で
あ

り
、
体
の
血
や
肉
を
作
る
た
ん
自
費

源
な
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

日
本
人
の
供
給
熱
量
の

vn、
た
ん

自
質
の
五
は
お
米
か
ら
摂
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
お
米
の
良
さ
を
見
藍

し
、
家
庭
で
で
き
る
米
消
費
拡
大
と

し
て
「
ご
は
ん
を
あ
と
一
杯
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
県
下
一
斉
に
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
米

消
費
拡
大
に
一
役
を
。
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大切な一票です、棄権しないで投票を

任
期
満
了
に
よ
る
玉
川
村
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
、
三
月
二
十
二
日
に

告
示
さ
れ
、
三
月
二
十
七
日
に
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
村
守
つ

く
り
を
任
せ
る
議
員
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
選
挙
と
い
え
ま
す
。

有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
正
し
い
判

断
で
自
覚
あ
る
一
票
を
投
じ
た
い
も

の
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
、
棄
権

し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

村議会議員一般選挙

選挙立候補届出及び選挙運

動等についての説明会の開催

日時/昭和63年 3月14日但)

午後 i跨30分
場所/玉川村就業改善センタ

一日本間
投

人

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
六
十
二

年
十
二
月
二
十
一
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
村
内
に
住
所
が
あ
り
、
住
民
基

本
台
帳
(
住
民
票
)
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

村
内

れ
た
人

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
一
日
以

降
に
村
内
転
居
さ
れ
た
人
は
、
旧
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

投

間

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。

選
挙
当
日
、
何
ら
か
の
都
合
で
投

選挙人名簿の縦覧期間は 3
月22日Gめから23日(栂までの2
日間てす。

票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
、
告
示
日
(
三
月
二
十

二
日
)
か
ら
投
票
日
前
日
(
三
月
二

十
六
日
)
ま
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
場
所
は
役
場
で
、
午
前
八
時

三
O
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
行
な
っ

て
い
ま
す
。
土
曜
日
も
行
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
大
切
な
一
票
を

無
駄
に
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
不
在
者
投
票
を
す
る
際
に

は
、
入
場
権
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
口入

学
に
大
切
な

H

し
つ
け
u
と

H

心
の
準
備
μ

子
供
た
ち
は
一
年
生
に
な
る

と
い
う
う
れ
し
さ
の
反
面
、
不

安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
す
口

学
校
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
学
校
は
み

ん
な
と
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ

り
す
る
楽
し
い
と
こ
ろ
と
、
い

う
明
る
い
期
待
を
抱
か
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
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も
う
す
ぐ
四
月
。
ピ
力
ピ
カ
の
一
年
生
が
誕
生

す
る
の
も
も
う
間
近
で
す
。
子
供
た
ち
は
、
期
待

に
胞
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
入
学
式
を
指
折
り
数
え
て

待
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
年
の
新
入
学
克

童
は
、
昨
年
よ
り
五
人
多
い
二
三
人
で
す
。
ご

家
庭
で
は
ホ
〈
通
事
故
や
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
、

同
級
物
級
協

入
学
式
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
入
学
児
童
の
名
前
が
も
れ
て

い
た
り
、
閣
違
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
教
育

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
)
は
保

護
者
名
で
す
。

卒麹記念に作った作品の前で(いずみ幼稚璽ほし組の子供たち)

〈
川
辺
〉
矢
部
煩
子
(
吉
広
)
熊
田

辛
一
倍
(
一
部
)
黒
木
理
絵
(
寿
房
)

熊
田
恵
子
(
泰
治
)
小
針
晋
一
(
政

二
小
木
奈
津
子
(
昭
男
)
矢
部
孝

徳
(
柴
)
須
藤
裕
子
(
審
二
須
藤

良
樹
(
喜
市
)
大
竹
和
枝
(
勝
二

矢
部
沙
希
子
(
茂
光
)
野
崎
知
佳

(
倉
平
)
鈴
木
裕
美
子
(
繁
孝
)
味

原
範
和
(
庄
治
)
山
崎
龍
雄
(
勝
義
)

須
藤
孝
紀
(
利
夫
)

〈

蒜

生

〉

(

保

二

会

田

文
英
(
勝
)
佐
藤
由
樹
(
文
雄
)
西

牧
稔
(
正
己
)
溝
井
遼
雄
(
松
雄
)

矢
吹
健
司
(
晋
市
)

〈
小
高
〉
車
田
信
輔
(
勝
二
石
井

(
金
六
)
須
藤
美
幸
(
安
昭
)

明
子
(
源
三
郎
)
添
田
昇
(

正
文
(
正
一
郎
)
大
竹
敦
(
洋
)

渡
(
良
夫
)
車
田
硲
美
(
清

利
)
岩
谷
寛
裕
(
利
秋
)
議
井
喬
彦

(
宇
一
」
溝
井
久
美
子
(
源
二
)
溝

井
修
一
(
倉
夫
)
関
根
雅
博
(
幸
子
)

溝
井
真
弥
(
真
)
高
原
麻
理
恵
(
史

郎
)〈

中
〉
高
林
桜
子
(
重
和
)
小
針
絵

美
子
(
清
志
)
鈴
木
貴
子
(
正
雄
)

小
針
祐
子
(
千
代
子
)
小
針
貴
史
(
一

郎
)
小
針
玄
大
(
洋
二
吉
田
定
正

(
美
喜
男
)
小
針
佐
和
子
(
康
徳
)

石
津
江
梨
子
(
節
男
)
岩
谷
研
一
世

(
幸
雄
)
小
針
郁
子
(
義
信
)

〈
岩
法
寺
〉
大
竹
恵
美
(
奥
古
)
須

釜
恵
美
子
(
保
徳
)
佐
久
間
中
央
幸

(
幸
次
)
大
竹
正
和
(
徳
良
)
草
野

裕
二
(
幸
次
)
阿
部
貞
治
(
庚
春
)

大
竹
智
恵
(
守
)
大
竹
智
美
(
正
光
)

古
田
麻
里
子
(
正
)

〈
竜
崎
〉
佐
藤
由
紀

(
光
夫
)
佐
藤

弥
夢
(
)
小
林
和
幸
(
正
幸
)

小
林
嘉
徳
(
栄
)
鈴
木
倍
(
信
夫
)

小
林
千
秋
(
久
ニ
夫
)
石
井
清
智

(
清
蔵
)
小
林
淳
志
(
真
作
)
石
井

重
徳
(
清
徳
)
森
隆
行
(
隆
太
郎
)

上

野

穣

(

善

二

〈
高
須
釜
〉
塩
沢
健
一
(
重
明
)
大

野
修
一
(
好
清
)
草
野
利
春
(
一
智
)

大
野
寛
樹
(
直
寛
)
八
木
克
明
(
喜

孝
)
塩
沢
真
奈
美
(
義
二
)
我
妻
絵

理
香
(
一
夫
)
佐
瀬
智
美
(
誠
)
大

野
佐
智
子
(
賢
二
馬
上
公
子
(
拓
)

小
原
修
(
和
威
)
大
野
弘
幸
(
弘
)

吉
村
功
次
(
藍
美
)
塩
沢
晶
儀
(
ユ

キ
子
)
遠
野
卓
也
(
綜
)
金
子
知
典

(
好
美
)
草
野
涼
子
(
正
博
)
大
越

期
子
(
専
)
円
谷
美
幸
(
義
明
)

〈
北
須
釜
〉
草
野
孝
弘
(
清
憲
)
八

代
雄
嗣
(
元
治
)
矢
吹
和
代
(
重
美
)

榊
枝
幸
江
(
佐
ご
鈴
木
弥
生
(
正

夫
)
鈴
木
睦
(
正
夫
)
矢
吹
兼
次

(
勇
強
)
塩
沢
康
行
(
正
行
)
瀬
谷

孝
子
(
孝
二
榊
校
由
紀
子
(
松
夫
)

関
根
良
里
子
(
良
吉
)

〈
吉
〉
境
田
浩
章
(
孝
夫
)
矢
吹
和

浩
(
常
春
)
鈴
木
勝
彦
(
義
二

矢
吹
千
夏
(
昭
夫
)
有
賀
み
ゆ
き
(
正

記
)
太
田
智
子
(
義
男
)

〈
山
小
屋
〉
矢
吹
誠
(
義
人
)
石

森
美
由
紀
(
一
一
)
石
森
丈
弘
(
国

雄
)

杭
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
の
入

学
準
備
と
は
別
に
、
子
ど
も
へ

の
心
の
準
備
や
し
つ
け
な
ど
を

ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

・
学
校
は
「
楽
し
い
と
こ
ろ
」

「
先
生
も
や
さ
し
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る
。

@
あ
い
さ
つ
と
返
事
が
き
ち
ん

と
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
自
分
の
名
前
が
読
み
書
き
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

@
衣
服
の
着
が
え
、
用
便
な
ど

身
の
ま
わ
り
の
始
末
が
ひ
と

り
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
司

@
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る

0

.
早
寝
・
早
起
き
を
習
慣
づ
け

る。
-
む
し
粛
な
ど
治
療
が
必
要
な

と
こ
ろ
は
な
る
べ
く
早
く
治

し
て
お
く
。

@
山
一
子
校
ま
で
の
通
学
路
の
危
険

箇
所
、
所
要
時
間
な
ど
を
確

認
し
て
お
く
。

〈
山
新
田
〉

真
野
自
雄
治
(
正
昭

(
一
久
)

四
辻
分
校

人

〈
高
須
釜
〉
小
原
幸
江
(
幸
雄
)

〈
四
辻
新
田
〉
榊
枝
純
一
(
定
夫
)

塩
田
恵
美
(
豊
彦
)



松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
り
村
内
の
松
が
次
々
に
枯
れ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。
乙
字
ケ
滝
や
中
村
池
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
景
観
と

な
っ
て
い
る
老
松
が
次
々
と
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
は
村
内
ば
か
り
で
な
く
、
八
王
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
恐
ろ
し
い

松
く
い
虫
か
ら
貴
重
な
松
の
緑
を
守
る
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
に
「
松

を
守
る
L

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
積
極
的
な
防
除
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

な
ぜ

れ
る

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
は
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
松
の
葉
や

枝
を
食
べ
る
際
に
、
カ
ミ
キ
リ
に
寄

生
し
て
い
た
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
樹
内
に
入
り
繁
殖
し
、
樹
液
の

流
れ
を
阻
害
し
て
し
ま
う
た
め
に
お

こ
り
ま
す
。

こ
の
マ
ツ
ノ
ザ
ィ
・
セ
ン
チ
ュ
ウ
が

樹
内
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
一
年
く

ら
い
で
は
と
ん
ど
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
た
め
松
林
に
一
本
で
も
被

害
が
入
る
と
、
そ
の
被
害
木
か
ら
マ

ツ

ノ

マ

ダ

キ

リ

が

飛

散

し

、

に
広
が
っ
て

カ

被
害

村
内
に
松
く
し
の
被
害
が
発
見

さ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
四
年
で
、
そ

の
後
は
残
念
な
が
ら
被
害
は
益
々
大

き
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
(
表

I
を
参

照
)
特
に
昭
和
五
十
七
年
に
は
異
常

発
生
を
し
、
そ
の
後
も
年
々
増
え
続

け
、
昨
年
度
は
千
九
百
九
十
本
の
被

害
松
を
伐
倒
駆
除
を
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
六
十
二
年
度
に
は
被
害
木
の
本

数
は
ニ
千
三
百
十
六
本
に
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
防
除
対
策
と
し
て
の

費
用
も
年
々
膨
大
し
、
伐
倒
駆
除
と

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航
空
防
除
を

合
わ
せ
て
一
千
六
百
九
十
五
万
円
が

使
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

被マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
運
び

屋
で
あ
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
は
、
初
夏

の
六
月
頃
か
ら
八
月
頃
に
か
け
て
飛

び
ま
わ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
時

期
に
薬
剤
を
散
布
し
て
わ
け
ば
被
害

防
止
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

被
害
を
防
除
す
る
た
め
に
は
、
被

害
木
を
見
つ
け
た
ら
早
め
に
切
り
倒

し
木
の
中
に
い
る
幼
虫
を
木
ご
と
焼

却
す
る
か
、
薬
剤
を
散
布
し
駆
除
す

る
か
の
二
通
り
の
方
法
し
か
あ
り
ま

せ
ん
口
駆
除
に
要
す
る
費
用
は
、
村

く表1>松くい虫被害発生状況が
全
額
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
で
は
被
害
防
捺
対
策
と
し
て
、
昭

和
六
十
一
年
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ

i
に

よ
る
空
か
ら
の
薬
剤
散
和
を
行
い
、

被
害
の
拡
大
防
止
に
あ
た
っ
て
い
ま

す。
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松
く
い
虫
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
対
策
が
必
要
で

す
。
伐
倒
駆
除
を
す
る
場
合
に
み
な

さ
ん
か
ら
の
同
意
が
あ
り
ま
せ
ん
と

徹
底
駆
除
が
で
き
ず
、
被
害
が
拡
大

し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

五
十
年
・
六
十
年
と
丹
精
こ
め
て

育
て
て
き
た
松
が
、
松
く
い
虫
に
よ

っ
て
赤
く
枯
れ
て
し
ま
う
の
は
非
常

に
残
念
な
こ
と
で
す
。
松
林
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
定
期
的
に
自

松
林
を
巡
視
し
、
次
の
よ
う
な
被
害

木
を
見
つ
け
た
時
は
役
場
産
業
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

安
松
の
葉
が
褐
色
に
な
っ
て
立
ち
枯

れ
し
て
い
る
。

大
松
の
葉
が
黄
色
く
変
色
し
て
い
る
。

伝
染
病
を
防
ぐ

。
松
く
い
虫
は
松
の
伝
染
病
で
す
。

こ
の
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
所

有
す
る
松
林
を
巡
視
し
て
、
被
害
木

の
早
期
発
見
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

@
被
害
木
を
伐
採
し
た
場
合
は
、
薬

剤
処
理
が
必
要
で
す
。
販
売
す
る
と

き
は
、
処
理
を
し
て
か
ら
に
し
て
く

」
協
力
く
だ
さ
い

だ
さ
い

0

・
松
林
は
、
松
く
い
虫
の
被
害
を
受

け
や
す
い
の
で
、
つ
る
切
り
や
間
伐

な
ど
の
手
入
れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

0

.
松
く
い
虫
の
被
害
が
毎
年
発
生
し

て
い
る
松
林
は
、
杉
や
ひ
の
き
な
ど
に

植
え
換
え
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

6月13日までに請求を

国ては、戦没者の遺族の方に特別弔窓金を支給

します。この弔慰金は、昭和61年から昭和70年ま

での10年間にわたって国債て毎年 3万円づっ償還

されます。

請求の期限は、昭和63年 8用13日てす。なお、

支給条件、支給f!l尉立など詳しいことについては、

役場住民諜福祉係まてお問い合わせください。

社会譲祉協議会から

貸付制度のご案内

進学に世帯更正資金

いよいよ進入学のシーズンてす。高校、専門学

校、大学等の進学に世帯更正資金の貸付制度をこ

利用ください。

申込みと詳しいことについては、地区の民生委

員か村社会福祉協議会ヘ。(念日-3101内線56)

長期入院等に

高額医療費支払資金

高額医療費支払資金は、手術や長期入院などで

医療費の支払いが国難な方にご利用していただく

貸付制度てす。

申込み、お問い合わせは村社会福祉協議会まて。

伐欝駆除作業

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
期
間
は

み
な
さ
ん
の
財
産
の
一
部
で

あ
る
土
地
と
家
患
に
つ
い
て
、
毎

年
三
月
一
自
か
ら
ニ

O
日
ま
で

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
は
認
定
資

産
の
評
価
替
え
の
基
準
年
度
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

縦
覧
期
間
が
四
月
一
日
か
ら
二

O
日
ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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さ
ん

塩
沢
さ
ん

村
公
民
館
主
催
の
新
春
囲
碁
将
棋

大
会
が
一
月
三
十
一
日
に
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
合
わ
せ
て
約
五
十
人
が
参
加
。
間

碁
と
将
棋
の
部
に
わ
か
れ
対
局
を
か

わ
し
ま
し
た
口
参
加
者
は
盤
上
で
得

意
の
手
を
披
露
し
な
が
ら
熱
戦
を
繰

り
広
げ
、
将
棋
A
級
は
双
呈
正
輝
さ

ん
、
囲
碁
A
級
は
塩
沢
正
勝
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

す
将
棋
の
部

A
級
①
双
呈
正
輝
②
双
里
政
博
③
高

慶
文
雄
④
矢
吹
義
隆
⑤
車
田
永
男

B
級
①
須
藤
光
久
②
関
根
一
之
③
溝

井
幸
二
③
小
針
善
美
⑤
双
里
正
司

C
級
①
関
根
秋
雄
②
本
田
栄
勝
③
車

田
永
勝
④
矢
吹
晋
市
⑤
矢
部
辰
弥

V

囲
碁
の
部

A
級
①
塩
沢
正
勝
②
久
保
木
徳
雄
③

小
針
悟

B
級
①
丹
内
和
彦
②
塩
沢
裕
史
③
草

野
正
司
④
我
妻
一
⑤
阿
部
荘
一

C
級
①
塩
沢
美
保
②
大
野
久
美
子
③

小
原
俊
④
宗
形
久
⑤
小
原
修

d-参
加

さ
ん
(
泉
中
二
年
)

ス
キ

i
教
室
の
日
に
ち
ょ
う
ど
雪

が
降
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

ス
キ
!
場
に
向
い
ま
し
た
。
ス
キ
i

場
は
少
し
ふ
ぶ
い
て

い
て
、
雪
も
ひ

ざ
く
ら
い
ま
で
積
も
っ
て
い
た
の
で
、

ス
キ

i
ク
ラ
ブ
の
先
生
た
ち
が
滑
り

や
す
く
ス
キ
l
板
で
平
に
し
て
く
れ

重示
獄か

が
で

/す

ν 
イ

学
習

十
回
に
わ
た
る
講
義
の
内
容

は
、
ど
れ
も
楽
し
く
、
た
め
に

な
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

電
波
が
全
世
界
に
飛
ん
で
情

報
が
流
れ
る
と
い
う
夢
物
語
の

よ
う
な
進
歩
し
た
今
日
で
す
。

私
た
ち
高
齢
者
も
こ
の
よ
う
な

時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
ね
。こ

れ
か
ら
も
希
望
に
燃
え
て

学
習
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

*
 

*
高
齢
者
教
室
に
は
五
十
二
年

か
ら
参
加
し
て
い
る
の
で
今
年

で
十
年
に
な
り
ま
す
。
月

一
回

半
日
だ
け
の
集
り
で
す
が
、
得

る
も
の
は
大
き
い
で
す
ね
。
健

康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
趣
味
な

ど
を
通
し
て
交
流
で
き
る
の
も

大
変
い
い
で
す
ね
。
私
は
今
八

十
一
歳
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元

気
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
学
習
を
続
け
た
い
で
す
ね
。

佐久間スイさん(北須釜)

ま
し
た
。
教
え
方
も
短
時
間
で
滑
れ

る
よ
う
に
と
て
も
親
切
で
し
た
。
私

も
上
手
に
な
り
た
い
一
心
で
必
死
で

し
た
。私

は
何
度
か
こ
の
ス
キ
l
教
室
に

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
度
の
よ
う

に
ゼ
ッ
ケ
ン
ま
で
凍
っ
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
こ
れ
か

ら
も
参
加
L
て
、
早
く
自
分
の
思
う

よ
う
に
滑
り
た
い
と
思
い
ま
す
c

三吉トクイさん(竜崎)

新

刊

図

書

園

一
般
向
き

日
本
一
事
典
地
域
日
本

一
研
究
会
編

福
島
の
食
事
代
表
編
集
ヰ
高
村
サ
タ
子

良

妻

心

得

百

科

酒

井

美

意

子

K
-
つれ
'r&L
hや
qtγ
、

ー

縫

鞄

疾

風

録

上

・

下

司

馬

遼

太

郎

ぼ

く

の

ム

シ

ョ

修

業

安

部

譲

二

少
年
少
女
向
き

や
さ
し
い

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
室
全
十
巻

水
谷
紀
雄

、ン

l
ト
ン
の
動
物
記
全
七
巻

前
田
三
恵
子
訳

世
界
の
ノ

ン

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
十
巻

日
本
児
童
文
芸
家
協
会

岩
木
敏
男

ね
こ
の
ポ
チ
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六
十
二
年
度
分
保
険
料

納
め
忘
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か

の
保
険
料
は
、
よ
り
約

め
や
す
く
、
年
金
の
受
給
権
を
確
保

し
や
す
く
す
る
た
め
、
昨
年
四
月
か

ら
毎
月
納
付
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
を
決
め
ら
れ
た
期
日
に
き

ち
ん
と
約
め
て
い
ま
せ
ん
と
、
万
一

の
病
気
や
事
故
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
や
、
不
幸
に
し
て
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
将
来
老
後
の

支
え
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
も
納
付

済
期
間
不
足
で
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

今
月
十
五
日
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
国
民
年
金
保
険
料
の
最
終
納
付
指

定
期
日
で
す
。
約
め
忘
れ
が
な
い
か

ど
う
か
も
う
一
度
緩
め
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
未
納
に
な
っ
て
い
る
保
険
料

は
二
年
以
上
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

G

品
館品
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子
供
は
父
親
に
何
が
で
き
る
か

親
と
子
供
の
簡
に
は
、
そ
れ
以
外

の
人
間
関
係
と
違
っ
て
、
与
え
、
受

け
取
る
と
い
う
縦
の
つ
な
が
り
が
強

く
認
め
ら
れ
ま
す
。
親
の
保
護
、
援

助
が
あ
っ
て
初
め
て
子
供
は
多
く
の

こ
と
を
習
得
し
、
成
長
す
る
わ
け
で

す
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
す
。

が
、
こ
の
関
係
が
ず
っ
と
定
著
し
て

し
ま
う
と
、
子
供
は
親
が
自
分
の
た

め
に
尽
く
し
て
く
れ
る
の
は
当
た
り

最
終
会

東
京
都
立
大
学
教
捜

詫

寧

武

後

前
の
こ
と
で
、
親
は
自
分
の
世
話
を

す
る
た
め
に
存
在
す
る
の
だ
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
れ
か
が
自
分
の
た
め
に
存
在
し

て
い
る
と
い
う
考
え
方
は
、
非
常
に

不
遜
な
も
の
で
す
。
子
供
自
身
の
将

来
を
考
え
て
も
、
好
ま
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
第
三
十
五
代
大
統
領

ジ
ョ
ン

-
Y
・
ケ
ネ
デ
ィ

i
は

九

国
の
進
学
ロ
i
ン

頑
張
る
人
の
露
骨
審
、
あ
と
お
し

い
よ
い
よ
進
入
学
の
季
節
で
す
ね
。

ご
家
庭
で
は
何
か
と
出
費
が
重
み
ま

す
。
わ
子
さ
ん
が
高
校
、
短
大
、
大

学
な
ど
に
進
ま
れ
る
場
合
、
国
の
進

学
ロ

i
ン
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
合
格
前
で
も
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
の
で
、

hu
早
自
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

①
融
資
銀
度
:
:
:
:
一
進
学
者
に
つ
き

五
O
万
円
。
(
財
団
法
人
進
学
融

資
保
証
基
金
を
利
用
す
れ
ば
保
証

六
一
年
、
大
統
領
就
任
演
説
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
園
長
に
対
し
て
「
国
家
が

諸
君
に
何
を
な
し
得
る
か
を
間
い
給

う
な
。
諸
君
が
何
を
国
家
に
な
し
得

る
か
を
間
い
給
え
」
と
言
い
ま
し
た
む

こ
れ
は
た
い
へ
ん
有
名
な
言
葉
で
す

が
、
子
供
も
ま
た
親
に
対
し
て
、
自

分
は
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

親
か
ら
何
か
を
し
て
も
ら
う
だ
け

で
な
く
、
自
分
は
こ
の
殺
に
何
が
で

き
る
か
と
考
え
て
み
る
の
で
す
。
今

晩
、
お
父
さ
ん
は
疲
れ
て
い
る
よ
う

だ
か
ら
肩
を
た
た
い
て
あ
げ
よ
う
と

か
、
今
日
は
お
父
さ
ん
の
誕
生
自
だ

か
ら
花
を
つ
買
っ
て
帰
ろ
う
ど
か
、

人
は
不
要
で
す
む
)

②
返
済
期
間
:
:
:
:
進
学
す
る
学
校
の

修
業
年
段
以
内
で
最
長
四
年
。
短

大
な
ど
修
業
年
限
が
二
年
の
学
校

に
進
む
場
合
は
、
一
年
の
延
長
が

可
能
で
す
。

③
利
率
:
:
:
:
年
五
・
七
%

④
返
済
方
法
:
:
:
:
毎
月
元
利
均
等
返

済
。
ま
た
は
、
融
資
額
の
す
以
内

で
ボ
ー
ナ
ス
月
(
一
月
・
七
月
)

増
額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
。

親
に
あ
て
て
旅
行
先
か
ら
絵
は
が
き

を
一
枚
豊
富
く
と
い
う
心
遣
い
で
す
む

こ
う
す
れ
ば
親
は
喜
ん
で
く
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
る
子
供
の
気
持
ち
に

は
、
優
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
優
し
さ
を
身
に
着
け
た
子
供
は
、

ほ
か
の
人
に
対
し
て
も
そ
れ
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
好
意
を

示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
だ
れ
で

も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

あ
る
父
親
は
、
娘
が
小
学
校
五
年

の
時
に
つ
く
っ
て
く
れ
た
布
の
袋
を

大
切
に
し
て
い
て
、
旅
行
に
出
る
と

き
に
は
い
つ
も
持
っ
て
行
き
ま
す
む

稚
拙
な
作
品
で
す
が
、
父
親
に
は
娘

の
そ
の
気
持
ち
が
う
れ
し
い
の
で
す
。

⑤
問
い
合
わ
せ
:
:
:
:
郡
山
市
清
水
台

一
の
六
の
二
十
一

国
民
金
融
公
庫
郡
山
支
庖
(
宮

O

一
四
九
i
一一一一一
i
七
一
回

O
)

特
別
融
資
の
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
郡
山
地
域

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
中
小
企
業
を

対
象
に
し
た
特
別
融
資
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
設
備
資
金
や
運
転
資
金
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
国
民
金
融
公
康
郡

山
支
窟
(
密

O
二
四
九
!
二
一
一
了
七
一

四
O
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

親
は
子
供
の
好
意
を
士
喜
ん
で
受
け

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
「
何
だ
、

こ
ん
な
も
の
、
い
ら
な
い
よ
」
と
い

う
態
度
は
絶
対
に
示
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
人
に
対
し
て
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
喜
ん
で
も
ら
う
、
と
い

う
対
人
関
係
の
基
本
は
子
供
の
幼
い

時
の
、
親
と
子
の
間
か
ら
育
っ
て
い

く
も
の
な
の
で
す
。

zaisei
テキストボックス
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お

早

自

に

自
動
車
の
ま
っ
消
登
録

自
動
車
税
は
毎
年
四
月
一
日
現
在

の
名
義
人
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す

0

.
車
検
が
き
れ
て
使
用
し
て
い
な
い

.
下
取
り
に
出
し
た

・
他
人
に
譲
っ
た
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-
解
体
済
み
で
あ
る

こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
陸
運
支

局
で
ま
っ
消
登
録
、
名
義
変
更
の
手

続
き
を
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
も
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
必
ず
三
月
中
に
済
ま
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

郡
山
県
税
事
務
所

須
賀
川
簡
易
裁
判
所

全
国
の
簡
易
裁
判
所
の
配
置
と
管

轄
区
域
を
定
め
て
い
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
須
賀
川
簡
易
裁
判
所
が
今
年

四
月
三
十
日
限
り
で
廃
止
さ
れ
る
こ

す
う
ま

と
い

で
ざ

め
ご

お
.ι

生誕お
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
廃
止
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
須

賀
川
簡
易
裁
判
所
が
取
り
扱
っ
て
き

た
事
件
は
、
郡
山
簡
易
裁
判
所
に
引

き
継
が
れ
五
月
一
日
か
ら
は
郡
山
簡

易
裁
判
所
で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。な

わ
詳
し
い
こ
と
は
須
賀
川
簡
易

裁
判
所

(
E
O
二
四
八

i
七
五

l
二

六
六
七
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

村のようす
(63年 2月1日現在)

7，588人 (+10)

3，747人(+9) 

3，841人 (+1 ) 

a園園田h

団 J 1，558戸(土 0)

11 
2 
3 

( 1月届出分)

出生児氏名 憾者名

矢 部 秀 美 玄 幸

大和田宏樹 重幸

鈴 木 丈 章 正

曲山孝則 幸男

小 林 輝 彦 勝広

大 木 優 一 哲夫

榊枝あゆ美 弘之

塩津斉良清

石 森 達 也 健

区

辺

生

崎

釜

釜

屋

須

須

吉

小

蒜

竜

南

北

山

tン

地

J 1I 

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コし

* 村
の
広
報
紙
を

送
り
ま
せ
ん
か

村
の
広
報
紙
「
広
報
た
ま
か
わ
」

を
村
外
の
方
に
送
り
始
め
て
今
年
で

五
年
目
。
咋
年
は
八
十
一
人
の
方
に
、

*
 

おくやみ
申し上げます

( 1月届出分)

死亡者氏名年令世帯主名

野崎ナツ 78 丈吉

小林マツ 85 友之

塩津フサ 81 ヨシコ

石森藤義 83 藤男

地区

川辺

竜崎

北須釜

山小屋

-
中
の
永
林
貞
久
さ
ん
か
ら

一

万

・
小
高
の
溝
井
庄
吉
さ
ん
か
ら

一

万

・
南
須
釜
の
吉
村
忠
雄
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
南
須
釜
の
大
越
サ
タ
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
) 円円

毎
月
村
の
よ
う
す
や
話
題
な
ど
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
、
村
外
発
送
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
発
送
を
ご
希
望
の
方

は
、
三
月
二
十
五
日
頃
ま
で
に
送
付

先
の
住
所
・
氏
名
・
代
金
千
円
(
四

月
か
ら
翌
三
月
ま
で
の
一
年
間
分
で

す
。
)
を
添
え
て
、
役
場
企
画
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。




